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近
代
日
本
研
究
第
三
十
四
巻
（
二
〇
一
七
年
）

資
料
紹
介韮

山
県
か
ら
慶
應
義
塾
へ
の
派
遣
学
生

樋

口

雄

彦

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫
が
所
蔵
す
る
、
韮
山
代
官
江
川
家
が
残
し
た
厖
大
な
文
書
の
中
に
含
ま
れ
る
、
明
治
初
年

に
韮
山
県
が
慶
應
義
塾
に
派
遣
し
た
留
学
生
に
関
わ
る
史
料
の
一
部
に
つ
い
て
翻
刻
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

伊
豆
国
の
韮
山
（
現
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
）
を
本
拠
に
伊
豆
・
駿
河
・
相
模
・
武
蔵
等
の
幕
府
直
轄
地
の
支
配
を
担
当
し
た
韮

山
代
官
は
、
幕
末
に
は
江
戸
芝
新
銭
座
に
も
役
所
を
構
え
て
お
り
、
い
わ
ば
慶
應
義
塾
と
は
ご
近
所
で
あ
っ
た
。
長
崎
海
軍
伝
習

所
に
学
び
幕
府
海
軍
の
士
官
に
登
用
さ
れ
、
咸
臨
丸
渡
米
に
加
わ
っ
た
江
川
配
下
の
手
代
出
身
者
た
ち
も
お
り
、
洋
学
や
海
外
知

識
と
い
う
人
脈
・
情
報
面
に
お
い
て
も
韮
山
代
官
所
の
職
員
た
ち
と
福
沢
諭
吉
と
は
共
通
点
が
多
か
っ
た
。

維
新
後
、
最
後
の
韮
山
代
官
江
川
英
武
（
太
郎
左
衛
門
）
は
新
政
府
に
帰
順
し
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
、
そ
れ
ま
で

の
支
配
地
は
韮
山
県
と
さ
れ
た
。
江
川
は
韮
山
県
知
事
に
任
命
さ
れ
、
代
官
所
の
手
附
・
手
代
た
ち
の
多
く
も
県
庁
の
職
員
に
移

行
し
た
。
江
川
は
ま
だ
十
代
の
少
年
で
あ
り
、
実
際
に
県
治
を
遂
行
し
た
の
は
韮
山
代
官
元
〆
手
附
か
ら
大
参
事
と
な
っ
た
柏
木

忠
俊
で
あ
っ
た
。
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そ
の
柏
木
に
よ
っ
て
強
く
推
進
さ
れ
た
施
策
の
一
つ
が
、
県
吏
・
県
民
の
子
弟
を
東
京
等
へ
遊
学
さ
せ
る
と
い
う
、
教
育
奨
励

策
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
有
力
な
留
学
先
が
慶
應
義
塾
だ
っ
た
。
維
新
前
、
大
鳥
圭
介
・
中
浜
万
次
郎
に
師
事
し
た
矢
田
部

良
吉
（
江
川
家
臣
の
蘭
学
者
矢
田
部
卿
雲
の
子
）、
幕
府
の
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
伝
習
に
参
加
し
た
山
田
定
一
郎
（
手
代
山
田
熊
蔵
の

子
）
の
ご
と
く
、
す
で
に
江
川
配
下
の
子
弟
た
ち
は
江
戸
へ
の
遊
学
を
展
開
し
て
い
た
。
韮
山
代
官
手
代
出
身
の
出
世
頭
で
あ
る

肥
田
浜
五
郎
の
養
子
肥
田
昭
作
（
玄
次
郎
）
が
慶
應
義
塾
に
入
社
し
た
の
は
慶
応
四
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
韮
山
県
が
実
施
し

た
東
京
へ
の
学
生
送
り
出
し
は
、
そ
の
よ
う
な
幕
末
以
来
の
延
長
上
に
あ
っ
た
。

韮
山
県
成
立
後
、
最
初
に
慶
應
義
塾
の
塾
生
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
一
八
日
入
社
の
中
西
才
之
助
・

仁
田
勉
吉
の
二
人
で
あ
る
。
入
社
帳
に
よ
れ
ば
、
中
西
は
「
江
川
英
武
家
従
」、
仁
田
は
「
柏
木
忠
俊
家
従
」
を
称
し
、
身
元
保

証
人
に
は
中
西
は
韮
山
県
大
属
三
科
信
義
、
仁
田
は
同
平
松
保
雄
が
な
っ
て
（
1
）

い
た
。
中
西
は
中
西
謙
三
の
養
子
で
、
年
齢
は
一
七

歳
、
宿
所
は
芝
露
月
町
西
の
「
韮
山
県
出
張
邸
」
だ
っ
（
2
）

た
が
、
戸
籍
簿
の
記
載
か
ら
後
に
塾
の
寄
宿
舎
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
中
西
謙
三
は
、
駿
河
国
富
士
郡
大
宮
町
（
現
富
士
宮
市
）
の
医
師
中
西
家
の
出
で
、
同
郡
平
垣
村
（
現
富
士
市
）
で
医
師
を

し
て
い
た
が
、
後
に
韮
山
に
来
住
し
江
川
家
に
医
師
と
し
て
仕
（
3
）

え
た
。
仁
田
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
三
月
一
〇
日
生
ま
れ

で
、
最
初
の
名
は
恵
作
、
当
時
二
一
歳
。
身
内
に
韮
山
代
官
の
手
附
・
手
代
や
江
川
家
の
家
臣
、
韮
山
県
庁
の
官
吏
が
い
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
伊
豆
国
田
方
郡
仁
田
村
（
現
静
岡
県
函
南
町
）
の
豪
農
・
素
封
家
仁
田
常
種
（
大
八
郎
）
の
次
男
で
あ
り
、
い
う

な
ら
ば
柏
木
県
政
の
有
力
支
持
者
の
子
弟
だ
っ
た
。

慶
應
義
塾
以
外
へ
の
派
遣
者
も
含
め
、
柏
木
に
よ
る
学
生
人
選
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
柏
木
伝
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。「
此

年
二
月
宇
野
範
右
衛
門
氏
ノ
一
子
民
之
助
ハ
才
気
人
ニ
超
ヘ
篤
学
ノ
聞
エ
高
ケ
レ
バ
之
ヲ
撰
ミ
韮
山
ノ
医
師
中
西
謙
三
氏
ノ
養
子

才
三
郎
ト
共
ニ
洋
学
修
業
ノ
為
メ
東
京
ヘ
ゾ
遣
ハ
サ
レ
タ
ル
特
ニ
民
之
助
ヲ
バ
寵
愛
最
ト
深
ク
御
名
ノ
片
字
ナ
ル
忠
ト
云
フ
字
ヲ
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賜
ヒ
忠
寛
ト
名
ヅ
ケ
給
ヘ
リ
忠
俊
君
尚
ホ
養
士
ニ
配
慮
遊
バ
サ
レ
ケ
レ
バ
五
月
ニ
至
リ
長
沢
鉞
二
郎
大
石
勉
吉
等
ヲ
洋
学
修
業
ノ

為
メ
東
京
ヘ
遣
ハ
サ
レ
益
々
教
育
ニ
精
神
ヲ
御
用
ヰ
ナ
サ
レ
追
々
幾
多
ノ
書
生
ヲ
東
京
ヘ
送
ラ

（
4
）

レ
ケ
リ
」。

右
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
誤
り
で
な
け
れ
ば
中
西
才
之
助
は
後
に
才
三
郎
と
改
名
し
た
ら
し
い
。
ま
た
、
仁
田
勉
吉
は
後
に
他

家
の
養
子
と
な
り
、
大
石
勉
吉
と
改
名
し
た
。
江
川
家
に
漢
学
者
と
し
て
仕
え
た
大
石
千
秋
（
省
三
・
潤
・
公
潤
・
梅
嶺
）
が
明

治
元
年
一
二
月
に
没
し
た
後
、
残
さ
れ
て
い
た
そ
の
娘
多
起
と
結
婚
し
、
大
石
家
を
継
い
だ
の
で
（
5
）

あ
る
。

ま
た
、
東
京
へ
の
学
生
派
遣
が
、
明
治
四
年
二
月
に
宇
野
忠
寛
（
民
之
助
）
と
中
西
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
同

年
五
月
に
長
沢
鉞
二
郎
（
当
時
は
柏
木
忠
俊
の
養
子
と
し
て
柏
木
鉞
次
郎
忠
芳
と
名
乗
っ
て
い
た
）、
大
石
勉
吉
ら
が
後
に
続
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

後
掲
の
史
料
1
は
、
明
治
四
年
中
に
要
し
た
東
京
派
遣
学
生
の
経
費
に
つ
い
て
、
韮
山
県
少
属
雨
宮
中
平
が
ま
と
め
県
大
属
に

提
出
し
た
も
の
で
（
6
）

あ
る
。
同
史
料
か
ら
は
以
下
の
こ
と
が
判
明
す
る
。
宇
野
・
中
西
は
最
初
、
四
年
一
月
（
な
ぜ
か
二
月
で
は
な

い
）
に
三
浦
杏
仙
と
い
う
、
以
前
韮
山
に
招
聘
さ
れ
て
い
た
医
師
に
入
門
（
7
）

し
た
。
八
月
一
八
日
に
中
西
は
慶
應
義
塾
に
転
じ
、
同

日
、
宇
野
・
長
沢
・
大
山
十
郎
（
有
義
）
は
医
師
福
井
（
8
）

順
道
の
塾
に
入
っ
た
。
大
山
は
一
〇
月
に
福
井
塾
を
退
塾
し
た
。
大
山
は

五
月
に
三
浦
塾
に
入
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
も
五
月
上
京
者
の
一
人
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
大
石
・
長
沢
も
最
初
は

三
浦
塾
に
入
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
西
・
大
石
（
仁
田
）
は
い
ず
れ
も
三
浦
杏
仙
塾
を
経
て
慶
應
義
塾
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
医

家
の
出
で
あ
る
中
西
が
医
師
の
も
と
に
入
門
し
た
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の
者
た
ち
が
医
学
志
望
だ
っ
た
の
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
よ
り
良
い
師
を
求
め
そ
れ
ぞ
れ
修
学
先
を
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

長
沢
は
韮
山
代
官
手
代
を
つ
と
め
た
長
沢
鋼
吉
の
子
で
、
柏
木
忠
俊
の
養
子
、
大
山
は
同
じ
く
手
代
大
山
寿
兵
衛
の
孫
、
手
代

韮山県から慶應義塾への派遣学生
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か
ら
韮
山
県
准
大
属
と
な
っ
た
大
山
有
信
（
兼
五
郎
・
登
）
の
子
で
あ
る
。
宇
野
は
韮
山
代
官
所
の
お
膝
元
、
田
方
郡
金
谷
村

（
現
伊
豆
の
国
市
）
で
郷
宿
を
つ
と
め
た
素
封
家
宇
野
家
の
養
子
で
、
柏
木
家
の
籍
に
も
入
っ
て
い
た
。
中
西
・
大
石
も
含
め
、

み
な
一
様
に
韮
山
代
官
所
と
江
川
家
と
縁
深
い
人
々
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
中
西
ら
の
留
学
経
費
は
、
江
川
家
勝
手
方
の
出
納
帳
に

も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
9
）

か
ら
、
県
と
い
う
よ
り
も
江
川
家
に
よ
る
私
的
な
支
援
だ
っ
た
よ
う
だ
。

史
料
2
は
、
中
西
・
大
石
が
入
社
す
る
前
、
教
育
の
内
容
や
方
法
、
経
費
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
慶
應
義
塾
の
塾

監
で
あ
る
渡
部
久
馬
八
が
雨
宮
中
平
に
回
答
し
た
、
明
治
四
年
七
月
八
日
付
の
書
簡
で
あ
る
。「
中
西
君
」
と
話
し
た
と
あ
る
よ

う
に
、
中
西
才
之
助
は
渡
部
を
訪
問
し
、
直
接
塾
の
よ
う
す
を
聞
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
を
受
け
、
学
生
の
監
督
責
任
を
負
っ
た
雨

宮
が
渡
部
に
再
確
認
し
、
入
社
の
決
定
を
判
断
す
る
材
料
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
語
学
す
な
わ
ち
英
学
に
お
い
て
は
、「
意
味
学
」

を
優
先
し
、「
変
則
」
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
点
は
注
目
さ
れ
る
。
発
音
を
重
視
す
る
基
礎
教
育
で
あ
る
「
正
則
」
で
は
な
く
、

読
解
を
重
視
す
る
速
成
教
育
を
旨
と
す
る
方
針
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
（
10
）

あ
る
。

史
料
1
に
も
ど
れ
ば
、
中
西
・
大
石
（
仁
田
）
が
慶
應
義
塾
で
勉
学
す
る
上
で
の
毎
月
分
の
諸
経
費
が
細
々
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
入
社
金
・
月
金
・
月
俸
な
ど
の
学
費
は
も
ち
ろ
ん
、
転
居
の
た
め
の
運
送
賃
、
書
籍
・
文
房
具
や
家
財
道
具
の
代
金
、
小
遣

金
等
々
で
あ
る
。
江
川
文
庫
所
蔵
文
書
の
中
に
は
、
中
西
・
仁
田
宛
に
発
行
し
た
、
慶
應
義
塾
会
計
所
が
木
版
の
書
式
に
墨
書
で

記
入
し
た
「
覚
」（
月
金
・
月
俸
・
薬
代
・
書
借
料
等
の
受
領
証
）
が
多
数
現
存
し
て
い
る
。
学
生
の
経
費
に
関
わ
る
書
類
は
、

監
督
者
た
る
雨
宮
に
提
出
さ
れ
、
支
出
の
証
拠
と
し
て
韮
山
に
送
ら
れ
、
保
存
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

田
舎
の
少
年
た
ち
に
と
っ
て
文
明
開
化
の
東
京
で
生
活
し
、
勉
学
を
し
て
い
く
に
は
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
を

と
も
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
県
や
江
川
家
の
後
ろ
盾
は
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。
中
西
・
大
石
に
続

き
、
韮
山
県
か
ら
は
続
々
と
慶
應
義
塾
へ
の
進
学
者
が
出
る
。
史
料
1
に
は
名
前
が
登
場
し
な
い
が
、
四
年
九
月
八
日
に
は
韮
山
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県
権
大
属
宮
本
重
興
の
子
宮
本
純
夫
（
一
七
歳
）
が
、
や
は
り
三
科
信
義
を
証
人
に
入
社
し
、
翌
年
二
月
頃
ま
で
在
学
（
11
）

し
た
。
さ

ら
に
同
年
一
〇
月
頃
に
は
斎
藤
峯
雄
と
い
う
人
物
が
入
社
し
、
七
年
（
一
八
七
四
）
頃
ま
で
在
学
し
た
よ
う
で
（
12
）

あ
る
。
斎
藤
の
名

は
な
ぜ
か
入
社
帳
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
江
川
文
庫
に
残
さ
れ
た
文
書
の
中
に
は
、
中
西
・
大
石
と
同
様
、
彼
宛
の
慶
應
義
塾
会

計
所
発
行
の
覚
が
複
数
存
在
す
る
ほ
か
、
六
年
一
〇
月
三
日
付
と
考
え
ら
れ
る
江
川
英
武
宛
柏
木
忠
俊
書
簡
に
は
「
斎
藤
峯
雄
仁

田
勉
吉
は
矢
張
福
沢
方
ニ

（
13
）

而
勉
学
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
入
社
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
斎
藤
の
素
性
は
詳
ら
か
で
な
い

が
、
韮
山
代
官
手
代
出
身
で
当
時
韮
山
県
大
属
の
任
に
あ
っ
た
斎
藤
忠
貞
（
旧
名
友
輔
・
真
六
）
の
息
子
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
。
な
お
、
江
川
文
庫
に
は
史
料
1
と
同
様
の
帳
簿
や
経
費
報
告
書
、
領
収
証
類
が
そ
の
後
の
時
期
の
も
の
を
含
め
多
数
存
在

し
、
以
後
の
経
過
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
本
稿
で
は
一
点
の
み
の
紹
介
に
と
ど
め
た
。

韮
山
県
は
明
治
四
年
一
一
月
に
廃
さ
れ
、
新
た
に
伊
豆
国
・
相
模
国
が
合
体
し
た
足
柄
県
が
成
立
し
た
が
、
引
き
続
き
伊
豆
か

ら
は
慶
應
義
塾
へ
学
生
が
送
り
出
さ
れ
た
。
四
年
一
二
月
に
は
元
韮
山
県
大
属
・
足
柄
県
十
等
出
仕
平
松
保
雄
（
圭
助
）
の
子
平

松
保
慎
、
六
年
（
一
八
七
三
）
九
月
に
は
君
沢
郡
八
反
畑
村
（
現
三
島
市
）
の
箕
田
蘭
太
郎
、
七
年
八
月
に
は
那
賀
郡
大
沢
村

（
現
松
崎
町
）
の
依
田
勉
三
、
同
年
一
一
月
に
は
勉
吉
の
弟
仁
田
桂
次
郎
が
入
社
し
た
。
平
松
は
三
科
信
義
が
、
他
は
雨
宮
中
平

が
証
人
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
韮
山
県
時
代
の
よ
う
な
県
を
挙
げ
て
の
公
的
な
留
学
と
い
う
性
格
は
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う
で

（
14
）

あ
る
。

韮
山
廃
県
と
同
じ
月
に
は
、
柏
木
忠
俊
ら
の
期
待
を
一
身
に
担
い
、
江
川
英
武
自
身
が
岩
倉
使
節
団
に
同
行
し
、
ア
メ
リ
カ
留

学
へ
と
旅
立
っ
て
い
た
。
滞
米
中
の
英
武
に
送
ら
れ
た
柏
木
の
書
簡
に
は
、「
宇
野
民
之
助
ハ
余
程
上
達
之
由
、
仁
田
勉
吉
者
無

類
之
出
精
、
斎
藤
峰
雄
も
中
々
勉
強
、
飯
塚
鉄
太
郎
伜
者
御
人
撰
ヲ
以
伊
藤
工
部
大
輔
再
ひ
欧
行
之
節
同
船
、
ロ
ン
ド
ン
留
学
拝

命
、
大
歓
ひ
、
大
山
十
郎
者
先
ツ
尋
常
、
其
他
中
西
才
之
助
者
不
勉
強
の
み
な
ら
す
父
子
之
間
あ
し
く
、
此
程
韮
山
江
引
取
、
品
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ニ
寄
御
侍
代
り
当
分
御
召
使
相

（
15
）

願
度
由
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
東
京
で
学
ぶ
者
た
ち
の
近
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
文

中
に
出
て
く
る
、
韮
山
代
官
手
附
当
分
出
役
・
韮
山
県
権
大
属
を
つ
と
め
た
飯
塚
鉄
太
郎
（
冬
胤
）
の
息
子
と
は
、
五
月
に
岩
倉

使
節
団
伊
藤
博
文
ら
の
再
渡
航
に
同
行
、
工
部
省
の
留
学
生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
飯
塚
義
光
（
旧
名
は
清
一
郎
か
）
の
こ

と
で
あ
（
16
）

ろ
う
。

中
西
才
之
助
は
五
年
九
月
に
は
「
等
外
一
番
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
頃
ま
で
慶
應
義
塾
で
学
ん
で
い
た
ら
し
（
17
）

い
が
、
そ
の
後
の

消
息
は
不
明
で
あ
り
、
先
の
柏
木
の
書
状
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
不
勉
強
や
養
父
と
の
関
係
悪
化
な
ど
が
理
由
で
、
韮
山
に
帰
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
別
人
が
中
西
家
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
家
を
離
縁
に
な
っ
た
ら
（
18
）

し
い
。

大
石
勉
吉
は
七
年
に
は
変
則
第
一
等
ま
で
進
み
、
八
年
頃
ま
で
は
在
学
（
19
）

し
た
。
伊
豆
に
も
ど
っ
て
か
ら
は
、
一
〇
年
（
一
八
七

七
）
時
点
で
韮
山
変
則
中
学
校
の
教
員
を
つ
と
め
て
（
20
）

い
た
。
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
福
沢
諭
吉
か
ら
手
紙
を
も
ら
い
、
交
詢

社
へ
の
勧
誘
を
受
け
て
（
21
）

お
り
、
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
伊
豆
地
域
の
演
説
結
社
北
豆
社
の
活
動
な
ど
に
加
わ
っ
て
い

る
。
や
が
て
再
度
上
京
し
、
参
事
院
書
記
生
に
任
官
し
た
よ
う
で
あ
り
、
国
立
公
文
書
館
に
は
彼
が
残
し
た
政
治
・
法
律
・
経
済

関
係
の
訳
稿
が
少
な
か
ら
ず
保
存
さ
れ
て
い
る
。
二
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
に
は
、
弟
の
仁
田
謹
三
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
へ
自

費
留
学
（
22
）

し
た
。
亡
く
な
っ
た
の
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
〇
月
一
二
日
、
六
六
歳
だ
っ
た
。
江
川
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
韮

山
の
本
立
寺
に
眠
る
。
す
ぐ
近
く
に
は
恩
人
柏
木
忠
俊
や
い
っ
し
ょ
に
東
京
で
学
ん
だ
宇
野
忠
寛
の
墓
も
並
ぶ
。

ち
な
み
に
、
中
西
・
大
石
ら
と
同
時
期
に
東
京
へ
派
遣
さ
れ
た
韮
山
県
の
学
生
の
う
ち
、
宇
野
忠
寛
（
民
之
助
）
は
、
や
が
て

大
学
南
校
に
入
学
し
て
化
学
を
専
攻
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
化
学
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
と

（
23
）

な
っ
た
。
三
島
宿
（
現
三

島
市
）
の
素
封
家
の
子
山
口
甫
吉
は
東
京
商
法
講
習
所
を
卒
業
、
南
江
間
村
（
現
伊
豆
の
国
市
）
の
豪
農
の
子
津
田
省
一
は
同
人

社
を
経
て
駒
場
農
学
校
を
卒
業
（
24
）

し
た
。
ま
た
同
時
期
、
東
京
で
は
な
く
横
浜
で
の
英
学
修
業
を
選
ん
だ
者
も
（
25
）

い
た
。
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明
治
初
年
、
韮
山
県
が
慶
應
義
塾
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
・
横
浜
の
教
育
機
関
に
学
生
を
派
遣
し
た
事
実
は
、
洋
学
ブ
ー
ム
の

中
で
の
全
国
的
な
上
京
・
遊
学
熱
と
機
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
武
士
・
士
族
と
い
う
支
配
者
・
指
導
者
た
る
地
位

の
自
覚
と
家
中
と
し
て
の
一
体
感
に
も
と
づ
く
藩
・
藩
士
の
そ
れ
と
は
違
い
、
県
と
そ
の
官
吏
が
主
体
と
な
っ
た
点
で
少
し
毛
色

の
違
う
も
の
だ
っ
た
。
明
治
初
年
の
直
轄
県
に
は
、
韮
山
県
と
同
じ
く
旧
幕
府
の
代
官
支
配
地
を
継
承
し
た
県
が
少
な
く
な
か
っ

た
が
、
世
襲
代
官
と
し
て
長
く
続
き
在
地
性
が
強
か
っ
た
江
川
家
と
、
そ
れ
を
支
え
る
家
来
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
た
手
代
た
ち
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
強
固
な
紐
帯
は
、
他
県
に
は
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
異
な
も
の
だ
っ
た
。
手
代
・
家
臣
た
ち
ば
か
り
か
、
周

辺
農
村
の
一
部
豪
農
層
に
ま
で
、
西
洋
流
砲
術
と
海
防
の
先
駆
者
た
る
江
川
坦
庵
（
太
郎
左
衛
門
英
龍
）
の
開
明
性
と
そ
の
感
化

が
広
く
及
ん
だ
こ
と
も
大
き
な
特
質
で
あ
っ
た
。
坦
庵
に
も
っ
と
も
可
愛
が
ら
れ
た
柏
木
忠
俊
の
存
在
は
、
維
新
後
に
ま
で
坦
庵

の
遺
風
を
伝
え
、
韮
山
県
の
先
進
的
な
教
育
政
策
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
福
沢
諭
吉
が
柏
木
に

『
英
国
議
事
院
談
』
や
『
世
界
国
尽
』
を
贈
っ
た
こ
と
な
ど
、
二
人
の
親
交
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
（
26
）

る
が
、
韮
山
県
が
派
遣
し

た
慶
應
義
塾
留
学
生
の
存
在
も
そ
の
親
密
さ
が
生
み
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。

注（
1
）
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
一
巻
（
一
九
八
六
年
、
慶
應
義
塾
）、
Ⅰ
四
四
一
、
Ⅰ
四
四
〇
。

（
2
）
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
五
巻
（
一
九
八
六
年
）、
Ⅴ
五
七
七
。
才
之
助
が
養
子
で
あ
る
こ
と
は
、「
明
治
五
壬
申
年
改

戸
籍

金
谷

村
」（
伊
豆
の
国
市
・
大
原
家
文
書
）
に
よ
る
が
、
そ
れ
に
は
「
実
ハ
駿
州
沼
津
宿
磯
部
金
六
三
男
」
と
あ
る
。

（
3
）
中
西
謙
三
（
兼
三
・
謙
蔵
と
記
し
た
史
料
も
あ
り
、
諱
は
信
為
）
は
、
大
宮
町
の
医
師
中
西
道
仟
（
道
仙
）
の
三
男
と
し
て
天
保
元
年

（
一
八
三
〇
）
一
月
（
文
政
一
二
年
一
二
月
と
も
）
に
生
ま
れ
た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
九
月
に
「
横
は
ま
へ
行
て
学
文
い
た
し
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度
」、「
是
非
韮
山
の
手
に
付
横
は
ま
へ
も
行
度
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
の
で
（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
編
『
駿
州
富
士
郡

大
宮
町
角
田
桜
岳
日
記

五
』、
二
〇
〇
九
年
、
同
市
、
二
一
一
頁
）、
洋
学
を
学
ぶ
べ
く
韮
山
代
官
江
川
氏
へ
の
出
仕
を
志
願
し
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
蘭
方
医
坪
井
信
道
の
日
習
堂
に
入
門
し
て
い
る
富
士
郡
大
宮
町
の
「
中
西
謙
堂
」
な
る
人
物
も
謙
三
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
一
方
、
彼
は
慶
応
元
年
四
月
に
平
田
篤
胤
の
没
後
門
人
と
し
て
入
門
し
て
い
る
の
で
（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
委
員
会
編
『
新
修

平
田
篤
胤
全
集
』
別
巻
、
一
九
八
一
年
、
名
著
出
版
、
八
六
頁
、
三
三
〇
頁
）、
国
学
に
も
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治

一
〇
年
（
一
八
七
七
）
設
立
の
公
立
吉
原
病
院
の
副
院
長
格
、
一
九
年
（
一
八
八
六
）
設
立
の
私
立
韮
山
病
院
の
院
長
を
つ
と
め
た
後
、

富
士
郡
で
開
業
し
た
。
謙
三
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
土
屋
重
朗
「
大
宮
の
医
家
中
西
家
」（『
駿
河
』
第
二
八
号
、
一
九
七
六
年
、
駿
河
郷

土
史
研
究
会
）、
同
『
風
雪
八
十
年
―
あ
る
病
院
の
物
語
―
』（
一
九
八
四
年
、
新
人
物
往
来
社
）、
田
方
郡
医
師
会
史
編
集
委
員
会
編

『
田
方
郡
医
師
会
史
』（
一
九
七
四
年
、
田
方
郡
医
師
会
）
な
ど
も
参
考
に
な
る
。

（
4
）
仁
田
桂
次
郎
編
輯
「
故
足
柄
県
令
正
五
位
柏
木
忠
俊
君
小
伝
」（
伊
豆
の
国
市
・
柏
木
俊
秀
氏
所
蔵
文
書
）。

（
5
）
明
治
一
一
年
一
月
調
・
韮
山
町
金
谷
「
戸
籍
簿
」（
公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫
所
蔵
）。

（
6
）
た
だ
し
、
剥
が
れ
落
ち
た
付
箋
は
、
元
の
位
置
が
わ
か
ら
な
い
た
め
翻
刻
せ
ず
。

（
7
）
四
年
六
月
時
点
で
、
宇
野
・
長
沢
・
仁
田
は
「
大
学
東
校
構
内
三
浦
杏
仙
」
方
を
宿
所
に
し
て
い
た
の
で
（『
大
仁
町
史

資
料
編
二

近
世
』、
二
〇
〇
九
年
、
伊
豆
の
国
市
教
育
委
員
会
、
八
五
〇
頁
）、
杏
仙
は
明
治
三
年
に
大
学
東
校
に
出
仕
し
た
三
浦
義
純
（
一
九
二

一
年
没
、
東
京
大
学
医
学
部
卒
・
医
学
博
士
三
浦
守
治
の
養
父
）
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
福
井
順
道
は
岩
倉
具
視
の
従
者
と
し
て
岩
倉
使
節
団
に
加
わ
っ
た
松
井
順
三
（
福
井
順
三
）
と
同
一
人
物
で
あ
る
（
日
本
史
籍
協
会
編

『
木
戸
孝
允
文
書
』
三
、
一
九
三
〇
年
、
一
九
七
一
年
復
刻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
四
五
五
頁
）。

（
9
）
「
慶
応
四
辰
年

韮
山
御
勝
手
方
入
用
請
払
帳

番
外
」（
個
人
蔵
）。

（
10
）
拙
稿
「
弘
前
藩
士
が
記
録
し
た
静
岡
学
問
所
の
教
育
」（『
静
岡
県
近
代
史
研
究
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
二
年
、
静
岡
県
近
代
史
研
究

会
）
で
は
、
明
治
四
年
に
弘
前
藩
に
お
い
て
静
岡
藩
派
遣
教
師
と
慶
應
義
塾
派
遣
教
師
が
引
き
起
こ
し
た
英
語
教
育
の
方
針
を
め
ぐ
る
対
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立
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
や
は
り
正
則
派＝

静
岡
藩
と
変
則
派＝

慶
應
義
塾
と
い
う
構
図
だ
っ
た
。

（
11
）
前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
一
巻
、
Ⅰ
四
四
四
、
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
編
『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
1
』（
二

〇
一
二
年
、
慶
應
義
塾
）、
六
三
三
頁
。

（
12
）
前
掲
『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
1
』、
二
八
八
頁
。

（
13
）
一
〇
月
三
日
付
江
川
英
武
宛
柏
木
忠
俊
書
状
（
公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫
所
蔵
・54-118-17

）。

（
14
）
江
川
家
が
望
月
・
安
井
家
と
い
っ
た
元
手
代
の
子
弟
た
ち
の
東
京
進
学
を
私
的
に
支
援
す
る
こ
と
は
明
治
十
年
代
以
降
に
も
見
ら
れ

た
。

（
15
）
明
治
五
年
九
月
八
日
付
江
川
英
武
宛
柏
木
忠
俊
書
状
（
公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫
所
蔵
・54-118-3

）。

（
16
）
飯
塚
義
光
は
土
木
科
第
二
回
生
と
し
て
工
部
大
学
校
に
入
学
、
内
務
省
技
師
に
な
っ
た
（『
海
を
越
え
た
日
本
人
名
事
典
』、
一
九
八
五

年
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
七
四
頁
、『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
17
、
一
九
六
四
年
、
明
治
文
献
刊
行
会
、
四
〇
五
頁
）。

（
17
）
前
掲
『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
1
』、
四
五
三
頁
。

（
18
）
離
縁
に
な
っ
た
才
之
助
に
代
わ
り
、
中
西
謙
三
の
養
子
と
な
っ
た
亀
太
郎
は
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
後
年
は
京
都
帝
国
大
学

医
学
部
長
に
な
っ
て
い
る
（
前
掲
『
風
雪
八
十
年
―
あ
る
病
院
の
物
語
―
』、
七
〇
頁
）。

（
19
）
前
掲
『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
1
』、
四
八
〇
頁
、『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
五
巻
、
Ⅴ
一
三
七
。

（
20
）
『
韮
高
百
年

資
料
編
』（
一
九
七
三
年
、
静
岡
県
立
韮
山
高
等
学
校
百
年
誌
編
集
委
員
会
）、
年
表
・
五
頁
。

（
21
）
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
二
巻
（
二
〇
〇
一
年
、
岩
波
書
店
）、
二
六
三
頁
。

（
22
）
『
毎
日
新
聞
』、『
読
売
新
聞
』
明
治
二
一
年
四
月
六
日
広
告
。

（
23
）
塚
原
徳
道
『
明
治
化
学
の
開
拓
者
』（
一
九
七
八
年
、
三
省
堂
）、
一
一
頁
、
一
三
頁
。

（
24
）
仁
田
桂
次
郎
「
津
田
省
一
小
伝
」（『
函
右
日
報
』
明
治
一
五
年
八
月
二
五
日
）。

（
25
）
韮
山
代
官
手
代
だ
っ
た
安
井
忠
規
の
子
安
井
釣
司
（
明
治
七
年
時
点
で
一
四
歳
）、
同
じ
く
元
〆
手
附
だ
っ
た
松
岡
正
平
の
子
高
島
岬
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史
料
1

（
表
紙
）

「

中
西
才
之
助
其
外
修
業
入
用
御
勘
定
仕
上
帳

雨
宮
中
平

」

記

宇
野
民
之
助
分

一
金
弐
両
永
百
八
拾
七
文
五
分

ク
ェ
ッ
ケ
ン
ボ
ス
壱
部

但
五
月
分
証
書
之
内
三
浦
文
通
中
ニ
証
記
有
之

中
西
才
之
助
宇
野
民
之
助
分

一
金
五
両

三
浦
杏
仙
江

之
助
（
同
年
時
点
で
二
二
歳
）、
手
代
内
藤
光
忠
の
子
内
藤
信
一
郎
ら
（
前
掲
「
明
治
五
壬
申
年
改

戸
籍

金
谷
村
」、
五
年
九
月
八
日

付
・
六
年
一
〇
月
三
日
付
江
川
英
武
宛
柏
木
忠
俊
書
簡
）。

（
26
）
金
原
左
門
「
福
澤
諭
吉
と
柏
木
忠
俊
―
明
治
初
年
の
�
国
政
人
�
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
九
号
（
一
九
九
二
年
、
慶

應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
。
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（
朱
書
）「
一
人

金
弐
両
弐
分
」

但
当
正
月
ゟ
杏
仙
方
江
引
移
候
付
中
元
為
祝
儀
付
届
福
沢
塾
則

見
合
評
議
之
上
如
斯

右
二
人
分

一
金
壱
分
永
百
弐
拾
五
文

同
人
召
仕
両
人
へ

（
朱
書
）「
同

永
百
八
拾
七
文
五
分
」

内
金
壱
分

老
婆
江

金
弐
朱

小
婢
江

中
西
才
之
助
宇
野
民
之
助

一
金
四
両

六
月
分
月
俸

（
朱
書
）「
一
人
金
弐
両
」

柏
木
鉞
次
郎

一
金
壱
分

筆
墨
代

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
七
両
弐
分

福
井
順
道
方
へ
入
社
料

（
朱
書
）「
同

金
弐
両
弐
分
」

右
三
人
分
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一
金
六
両

□
費

（
朱
書
）「
同

金
弐
両
」

但
八
月
十
八
日
入
社
致
シ
規
則
之
通
同
月
一
ケ
月
分
丸
渡
ニ
相
成
候
事

右
三
人
分

一
金
弐
両
弐
分

福
井
順
道
江
土
産

（
朱
書
）「
同

金
三
分
永
八
拾
三
文
三
分
三
厘
三
毛
」

右
三
人
分

一
金
弐
分

同
小
児
江
菓
子
代

（
朱
書
）「
同

永
百
六
拾
六
文
六
分
六
厘
六
毛
」

右
三
人
分

一
金
壱
両
弐
分

小
遣
金

（
朱
書
）「
同

金
弐
分
」

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
壱
分
永
百
八
拾
七
文
五
分

ポ
ッ
ト
ロ
ー
ド
壱
把

（
朱
書
）「
一
人

永
百
四
拾
五
文
八
分
三
厘
三
毛
」
但
拾
弐
本
結

右
三
人
分

一
永
百
八
拾
七
文
五
分

シ
ヤ
ボ
ン
三
ツ
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（
朱
書
）「
同

永
六
拾
弐
文
五
分
」

右
三
人
分

一
永
百
八
拾
七
文
五
分

イ
ン
キ
三
瓶

（
朱
書
）「
同

永
六
拾
弐
文
五
分
」

右
三
人
分

一
永
百
文

ペ
ン
先
拾
五
本

（
朱
書
）「
同

永
三
拾
三
文
三
分
三
厘
三
毛
」

右
三
人
分

一
金
壱
分
永
五
拾
文

西
洋
紙
中
判
三
帖

（
朱
書
）「
同

永
百
文
」

右
三
人
分

一
永
六
拾
文
五
分

櫛
壱
枚

（
朱
書
）「
同

永
弐
拾
文
壱
分
六
厘
六
毛
」宇

野
民
之
助

仁
田
勉
吉
分

一
永
百
八
拾
七
文
五
分

散
髪
代

（
朱
書
）「
同

永
九
拾
三
文
七
分
五
厘
」

柏
木
鉞
次
郎
分

一
金
壱
分
永
百
四
拾
壱
文
七
分

石
盤
大
壱
枚
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宇
野
民
之
助

大
山
十
郎
分

一
金
弐
分
永
百
五
拾
八
文
三
分

同

中
弐
枚

（
朱
書
）「
一
人

金
壱
分
永
七
拾
九
文
壱
分
五
厘
」

右
二
人
分

一
永
三
拾
三
文
三
分

同

筆
弐
本

（
朱
書
）「
同

永
拾
六
文
六
分
五
厘
」

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
永
五
拾
六
文
七
分

ペ
ン
先
三
本

（
朱
書
）「
同

永
拾
八
文
九
分
」

右
三
人
分

一
永
百
文

同
軸
三
本

（
朱
書
）「
同

永
三
拾
三
文
三
分
三
厘
三
毛
」

右
三
人
分

一
金
壱
分
永
弐
百
弐
拾
七
文
五
分

イ
ン
キ
三
瓶

（
朱
書
）「
同

永
百
五
拾
九
文
壱
分
六
厘
六
毛
」

右
三
人
分

一
金
弐
両
永
弐
百
壱
文
三
分

飯
料
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（
朱
書
）「
同

金
弐
分
永
弐
百
三
拾
三
文
七
分
六
厘
六
毛
」

右
三
人
分

一
金
壱
両
弐
分

西
洋
手
習
紙

（
朱
書
）「
同

金
弐
分
」

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
三
分
永
弐
百
四
文
弐
分

石
炭
油
ラ
ン
プ
釣
金

笠
灯
真
と
も
代

（
朱
書
）「
一
人

金
壱
分
永
六
拾
八
文
六
厘
六
毛
」

柏
木
鉞
次
郎
分

一
金
壱
分
永
百
弐
拾
五
文

骨
柳
壱
ツ

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
六
両

九
月
分
月
費

（
朱
書
）「
同

金
弐
両
」

右
三
人
分

一
金
弐
両
永
六
拾
弐
文
五
分

椅
子
三
脚

（
朱
書
）「
同

金
弐
分
永
百
八
拾
七
文
五
分
」
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右
三
人
分

一
永
百
弐
拾
五
文

自
在
銕
壱
本

（
朱
書
）「
同

永
四
拾
壱
文
六
分
六
厘
六
毛
」右

三
人
分

一
金
壱
両
弐
分

小
遣
金

（
朱
書
）「
同

金
弐
分
」

中
西
才
之
助
分

一
金
五
両
弐
分

慶
應
義
塾
江

金
三
両

入
社
金

内
金
壱
両

月
金

金
壱
両
弐
分

道
具
代

中
西
才
之
助

一
金
三
両
壱
分

地
理
書
図
付
壱
部

同

一
金
弐
分
永
百
弐
拾
五
文

ラ
ン
プ
代

同

一
永
百
四
拾
四
文
弐
分

石
炭
油
壱
瓶

同
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一
永
拾
九
文
弐
分

マ
ッ
チ
壱
箱

同

一
永
百
九
拾
弐
文
三
分

半
紙
拾
帖

同

一
永
弐
拾
五
文

布
巾
切
レ
地
代

仁
田
勉
吉
分

一
金
五
両
弐
分

慶
應
義
塾
江

金
三
両

入
社
金

内
金
壱
両

月
金

金
壱
両
弐
分

道
具
代

同

一
金
弐
分
永
百
弐
拾
五
文

ラ
ン
プ
代

同

一
永
百
四
拾
四
文
弐
分

石
炭
油
壱
瓶

仁
田
勉
吉
分

一
永
拾
九
文
弐
分

マ
ッ
チ
壱
箱

同

一
永
弐
拾
五
文

布
巾
切
レ
地
代
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中
西
才
之
助

仁
田
勉
吉
分

一
永
六
拾
弐
文
五
分

慶
應
義
塾
江
引
移
之
節
荷
物
持
夫
江
手
当

（
朱
書
）「
一
人

永
三
拾
壱
文
弐
分
五
厘
」

右
両
人
分

一
金
壱
分

同
断
持
夫
雇
賃

（
朱
書
）「
同

永
百
弐
拾
五
文
」

中
西
才
之
助
分

一
金
弐
分
永
百
八
拾
七
文
五
分

ラ
ン
プ
代

但
先
口
買
上
之
分
損
候
付
尚
又
買
入
候
分

仁
田
勉
吉
分

一
金
四
両

英
和
字
書

右
二
人
分

一
金
壱
分

石
炭
油
弐
瓶

（
朱
書
）「
一
人

永
百
弐
拾
五
文
」

中
西
才
之
助
分

一
金
弐
両
弐
分
永
百
六
拾
六
文
七
分

月
金
其
外
八
月
末
半
月
分

金
壱
両
弐
分

月
金

内
金
三
分

月
俸
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金
壱
分
永
百
六
拾
六
文
七
分

薬
代

仁
田
勉
吉
分

一
金
弐
両
弐
分
永
百
六
拾
六
文
七
分

月
金
其
外
八
月
末
半
月
分

金
壱
両
弐
分

月
金

内
金
三
分

月
俸

金
壱
分
永
百
六
拾
六
文
七
分

薬
代

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
壱
分
永
弐
百
三
拾
文
八
分

福
井
順
道
方
へ
引
移
之
節
荷
物
持
夫
雇
賃

（
朱
書
）「
一
人

永
百
六
拾
文
弐
分
六
厘
六
毛
」

中
西
才
之
助

仁
田
勉
吉
分

一
金
弐
両

小
遣
金

（
朱
書
）「
同

金
壱
両
」

仁
田
勉
吉

一
永
百
八
拾
弐
文
壱
分

船
廻
荷
物
運
賃
軽
子
賃
と
も
相
渡
ス

柏
木
鉞
次
郎

中
西
才
之
助

宇
野
民
之
助

仁
田
勉
吉

大
山
十
郎

一
金
壱
分
永
八
拾
六
文
五
分

三
浦
杏
仙
方
ゟ
露
月
町
御
邸
内
江
引
移
之
節
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（
朱
書
）「
一
人

永
六
拾
七
文
三
分
」

荷
物
□
賃
渡
ス

柏
木
鉞
次
郎
分

一
永
弐
百
文
三
分

足
袋
一
足
代

（
朱
書
）「
〆
是
迄
銭
相
場
拾
貫
四
百
文
立
」

同

一
金
壱
両
三
分
永
百
弐
拾
五
文

フ
ラ
ン
ゲ
ッ
ト
壱
枚

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
三
分
永
百
八
拾
七
文
五
分

プ
リ
メ
ル

（
朱
書
）「
一
人

金
壱
分
永
六
拾
弐
文
五
分
」

リ
ー
ド
ル
三
冊
代

右
三
人
分

一
金
壱
両
弐
分

小
遣
金

（
朱
書
）「
同

金
弐
分
」

柏
木
鉞
次
郎
分

一
永
百
九
拾
七
文
四
分

半
紙
拾
帖

（
朱
書
）「
但
数
〆
百
三
拾
弐
文
」

中
西
才
之
助

仁
田
勉
吉
分

一
金
弐
分
永
百
拾
弐
文

石
炭
油
壱
升
六
合
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（
朱
書
）「
同

金
壱
分
永
五
拾
六
文
」

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
三
分
永
百
六
拾
八
文

石
炭
油
弐
升
四
合

（
朱
書
）「
同

金
壱
分
永
五
拾
六
文
」

右
三
人
分

一
金
三
両
壱
分
永
百
弐
拾
五
文

テ
ー
ブ
ル
三
脚

（
朱
書
）「
同

金
壱
両
永
百
弐
拾
五
文
」

中
西
才
之
助

仁
田
勉
吉
分

一
金
壱
両

小
遣
金

（
朱
書
）「
同

金
弐
分
」

大
山
十
郎
分

一
金
七
両
弐
分
永
百
弐
拾
五
文

洋
服
其
外
品
々
代

金
五
両

背
広

ズ
ボ
ン

チ
ョ
ッ
キ

金
三
分

シ
ャ
ッ
プ

内
永
百
弐
拾
五
文

沓
下
タ

金
壱
両
弐
分

沓

金
壱
分

ズ
ボ
ン
釣
り
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大
山
十
郎
分

一
金
弐
両
弐
分
永
百
弐
拾
五
文

沓
取
替
足
シ
金
其
外
代

高
金
弐
両
弐
分
之
内

金
壱
両

沓
代

外
金
壱
両
弐
分

先
口
之
沓
下
ケ
戻
シ
右
代
金
差
引
也

金
壱
分

沓
下
タ
壱
足

金
壱
分

襟
紐
壱

内
永
六
拾
弐
文
五
分

襟
三
ツ

沓
墨
壱
器

金
三
分
永
百
八
拾
□
文
五
分

フ
ラ
子
ル
襦
袢
壱
ツ

永
百
弐
拾
五
文

沓
引
キ
壱
ツ

大
山
十
郎
分

一
金
三
両
弐
分

算
術
書
壱
部
弐
冊

但
タ
ビ
ー
ス
著

柏
木
鉞
次
郎
分

一
金
弐
分
永
六
拾
弐
文
五
分

ラ
ン
プ
壱
ツ
代

同

一
永
百
弐
拾
五
文

同
ホ
ヤ
代
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柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
壱
両
弐
分

小
遣
金

（
朱
書
）「
一
人
金
弐
分
」

柏
木
鉞
次
郎
分

一
永
六
拾
弐
文
五
分

手
習
筆
壱
本

宇
野
民
之
助
分

一
永
百
弐
拾
五
文

ラ
ン
プ
之
ホ
ヤ
壱
本

但
先
口
ノ
ホ
ヤ
損
シ
代
り
品
取
入
候
分

柏
木
鉞
次
郎
分

一
永
百
六
拾
八
文
三
分

足
袋
壱
足
代

（
朱
書
）「
是
ゟ
末
拾
貫
文
相
場
」

中
西
才
之
助
分

一
金
三
両
弐
分
永
百
六
拾
六
文
七
分

月
金
其
外
代

金
壱
両
弐
分

月
金

内
金
弐
両

月
俸

永
百
六
拾
六
文
七
文

薬
代

仁
田
勉
吉
分
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一
金
三
両
弐
分
永
弐
百
文

同
断

金
壱
両
弐
分

月
金

内
金
弐
両

月
俸

永
弐
百
文

薬
代

中
西
才
之
助

仁
田
勉
吉
分

一
金
弐
両
弐
分

小
遣
金

（
朱
書
）「
一
人
金
壱
両
壱
分
」

右
二
人
分

一
金
壱
分
永
五
拾
六
文

石
炭
油
八
合
代

（
朱
書
）「
同

永
百
五
拾
三
文
」

大
山
十
郎
分

一
金
壱
両

シ
ヤ
ツ
下
タ
襦
袢
壱
ツ

同

一
金
弐
分
永
百
弐
拾
五
文

ラ
ン
プ
壱
ツ
代

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
六
両

九
月
分
月
俸

（
朱
書
）「
一
人
金
弐
両
」
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柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

一
金
四
両

十
月
分
月
費

（
朱
書
）「
同

金
弐
両
」

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
壱
両
弐
分

小
遣
金

（
朱
書
）「
同

金
弐
分
」

柏
木
鉞
次
郎
分

一
永
六
拾
弐
文
五
分

麻
裏
草
履

高
金
壱
両
三
分

内
金
壱
分

各
包
目
録
合
併
包
ニ
致
シ
拾
両
壱
分
と

相
成
候
間
本
文
壱
分
減
候
也

大
山
十
郎
分

一
金
壱
両
弐
分

三
浦
杏
仙

但
十
郎
儀
、
当
五
月
ゟ
杏
仙
方
江
引
移
候
付
、
七
月
中
元
付
届
之
儀
、
柏
木
仁
田
同
様
金
七
百
疋
ツ
ヽ
中
西
宇
野
と
も
都

合
五
人
分
各
包
ニ
し
て
差
贈
候
処
、
不
残
返
却
ニ
付
、
先
ツ
其
侭
ニ
致
シ
置
候
処
、
当
十
月
廿
三
日

六
位
様
杏
仙
方
江

被
為

入
候
節
、
雨
宮
中
平
右
各
包
ヲ
合
併
拾
両
入
壱
包
ニ
致
シ
持
参
差
出
、
段
々
厚
御
挨
拶
被

仰
聞
候
得
共
受
納
不

致
故
、
尚
亦
数
度
之

御
意
之
趣
有
之
難
黙
止
、
漸
受
納
い
た
し
候
也
、
柏
木
仁
田
分
五
月
ゟ
七
月
中
旬
迄
之
仕
上
者
勘
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定
相
済
候
間
、
爰
ニ
除
申
候

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

大
山
十
郎

一
金
五
両

十
月
分
月
俸

（
朱
書
）「
一
人
金
壱
両
弐
分
永
百
六
拾
六
文
六
分
六
厘
六
毛
」

柏
木
鉞
次
郎
分

一
金
弐
分

小
遣
金

宇
野
民
之
助
分

一
金
弐
分
永
六
拾
弐
文
五
分

第
一
リ
ー
ド
ル
代

同

一
金
弐
分
永
九
拾
弐
文
五
分

柳
こ
り
代

柏
木
鉞
次
郎
分

一
永
八
拾
弐
文
五
分

和
製
ラ
ン
プ
付
ホ
ヤ
代

但
先
口
之
分
損
候
付
尚
又
買
入
候
分

同

一
永
百
弐
拾
五
文

イ
ン
キ

ポ
ッ
ト
ロ
ー
ド
代

中
西
才
之
助
分
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一
金
三
両
弐
分
永
八
拾
三
文
三
分

□
月
分
月
金
其
外

金
壱
両
弐
分

十
一
月
分
月
金

内
金
弐
両

十
月
分
月
俸

永
八
拾
三
文
三
分

書
籍
借
料

仁
田
勉
吉
分

一
金
三
両
弐
分
永
五
拾
文

同
断

金
壱
両
弐
分

同
月
金

内
金
弐
両

同
月
俸

永
五
拾
文

書
籍
借
料

中
西
才
之
助
分

一
金
三
分
永
百
七
拾
五
文

石
盤
并
字
引
代

金
壱
分
永
百
七
拾
五
文

石
盤
壱
枚
石
筆
四
本
代

内
金
弐
分

字
引
代
人
名
タ
ア
イ
ヤ
モ
ー
ン
ド

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

一
金
壱
分
永
八
拾
文

福
井
塾
ゟ
露
月
町
御
邸
内
江
荷
物
持
夫
雇
賃

（
朱
書
）「
一
人
永
百
六
拾
五
文
」

柏
木
鉞
次
郎
分

一
金
弐
分

小
遣
金
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中
西
才
之
助
分

一
金
壱
両

同
断

宇
野
民
之
助
分

一
金
壱
両
弐
分

小
遣
金

柏
木
鉞
次
郎

宇
野
民
之
助
分

一
永
百
六
拾
五
文

東
京
ゟ
品
川
宿
迄
両
懸
持
夫
雇
賃

但
横
浜
江
引
移
入
用
也

（
朱
書
）「
一
人
永
八
拾
弐
文
五
分
」

中
西
才
之
助

一
金
壱
両

小
遣
金

宇
野
民
之
助

一
永
□
拾
三
文
三
分

椅
子
直
し
代

中
西
才
之
助

仁
田
勉
吉
分

一
金
弐
両

小
遣
金

（
朱
書
）「
同
金
壱
両
」

中
西
才
之
助
分
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一
金
壱
両
三
分

マ
ル
カ
ム
英
国
志
壱
部

中
西
才
之
助
分

一
金
三
両
弐
分
永
八
拾
三
文
三
分

月
金
其
外
代

金
壱
両
弐
分

十
二
月
分
月
金

内
金
弐
両

十
一
月
分
月
俸

永
八
拾
三
文
三
分

書
籍
借
料
人
名
コ
ル
子
ル
地
理
書
図
付

仁
田
勉
吉
分

一
金
三
両
弐
分
永
五
拾
文

同
断

金
壱
両
弐
分

同

内
金
弐
両

同

永
五
拾
文

同

同
地
理
書

中
西
才
之
助
分

一
金
弐
両
弐
分

小
遣
金

金
三
分

十
一
月
廿
一
日

内
金
三
分

十
二
月
朔
日

金
壱
両

同
月
十
二
日

仁
田
勉
吉
分

一
金
壱
両
弐
分

同
断
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金
三
分

内
金
三
分

大
山
十
郎
分

一
金
弐
両
弐
分

月
俸

但
当
十
月
下
旬
福
井
順
道
方
退
塾
斎
藤
弥
九
郎
方
江
罷
越
候
付
同
人
へ
遣
候
月
俸
十
月
下
旬
以
来
之
分
相
渡
呉
候
様
尤
以
後

之
分
者
拝
賜
之
月
金
を
以
相
賄
候
心
得
ニ
候
旨
申
聞
候
付
相
渡
候
分

中
西
才
之
助

仁
田
勉
吉
分

一
金
壱
両
永
弐
百
弐
拾
四
文

石
炭
油
三
斗
弐
合
代

（
朱
書
）「
一
人
金
弐
分
永
百
拾
弐
文
」

合
金
百
六
拾
七
両
永
百
八
拾
五
文
五
分

内

金
四
拾
両
三
分
永
弐
百
弐
拾
五
文
弐
分
五
厘

中
西
才
之
助

金
三
拾
両
三
分
永
百
七
拾
九
文
八
分
壱
厘

宇
野
民
之
助

金
弐
拾
六
両
壱
分
永
弐
拾
九
文
六
分
七
厘

柏
木
鉞
次
郎
分

金
三
拾
八
両
壱
分
永
弐
拾
五
文
弐
分
七
厘

大
山
十
郎

金
参
拾
両
弐
分
永
弐
百
弐
拾
五
文
五
分

仁
田
勉
吉

右
之
通
御
座
候
也

辛
未
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十
二
月

雨
宮
中
平
㊞

大
属御

中

（
公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫
所
蔵
・N

72

―137

）

史
料
2

貴
翰
拝
見
仕
候
、
御
尋
之
趣
御
尤
ニ
候
得
共
、
当
塾
ニ
而
ハ
意
味
学
ヲ
専
一
ト
シ
随
而
追
々
語
学
も
相
開
キ
候
得
共
、
当
時
之
所

で
ハ
塾
之
教
師
一
同
之
議
論
ニ
而
変
則
ヲ
専
務
ト
セ
ザ
レ
バ
語
学
ヲ
致
ス
可
カ
ラ
ズ
、
此
規
ニ
従
ハ
ザ
ル
者
ハ
語
学
ニ
入
ヲ
不

許
、
依
而
先
日
中
西
君
へ
右
之
趣
御
談
し
申
置
候
、
其
他
此
塾
ニ
而
福
沢
先
生
初
教
師
ゟ
生
徒
迄
講
議
ヲ
聞
カ
不
聞
ト
不
関
、
凡

社
中
タ
ル
人
員
ハ
尽
ク
月
々
壱
両
弐
分
之
月
金
ヲ
出
候
故
、
教
師
ニ
而
も
語
学
ニ
入
ト
欲
ル
者
ハ
必
ス
尽
ク
三
圓
金
ヲ
出
ス
可
キ

規
則
也
、
依
而
此
度
語
学
ヲ
習
フ
人
必
ス
三
圓
ヲ
納
ム
也
、
主
意
大
略
御
承
知
可
被
下
候
、
早
々
頓
首

七
月
八
日

雨
宮
中
平
様

渡
部
久
馬
八（

公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫
所
蔵
・N

72

―197

）
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